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11月号

10月の出来事
●時事
  1日  生肉用牛肉の新基準施行、厚生労働省
  9日  県内初の脳死判定
13日  喫煙率が過去最低21.7% JT
●山梨県中央会ニュース
12日  郡内交流会、第7回正副会長会議
20日  全国レディース中央会フォーラムin大阪
26日  青年中央会代表者会議
27日  全国中央会55周年記念式典
11月の予定
  6日  中小企業ゴルフコンペ　
11日  平成23年度組合青年部全国講習会
17日  第63回中小企業団体全国大会
28日  第8回正副会長会議

１面  郡内交流会を開催
３面  各業界の現状について
４・５面  会員組合の活動をご紹介

６面  山梨大学「ただいま研究中！」
７面  各種情報をご提供
８面  地場産品販売促進チーム活動紹介

今月の見どころ

　山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、10

月
12
日（
水
）午
後
２
時
か
ら
富
士
吉
田
市

「
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス

パ
」
で
、郡
内
地
域
の
会
員
組
合
の
役
職

員
・
組
合
員
企
業
、行
政
関
係
者
等
約
百

名
が
参
加
し
、「
第
15
回
郡
内
地
域
組
合

交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

　は
じ
め
に
、郡
内
地
域
の
役
員
を
代
表

し
て
細
田
副
会
長
か
ら
開
会
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、続
い
て
内
藤
会
長
は
、「
本
県
の

中
小
企
業
の
経
済
環
境
は
、リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
と
い
う
よ
り
、バ
ブ
ル
の

崩
壊
か
ら
完
全
に
立
ち
直
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
中
、３
月
の
東
日

本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
、現
在
の
円
高

基
調
な
ど
、こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
課
題
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
。組
合

は
、厳
し
い
状
況
の
時
こ
そ
、「
不
撓
不

屈
」
の
精
神
を
組
合
の
原
点
で
あ
る
共
同

の
力
に
結
集
し
、一
枚
岩
と
な
っ
て
困
難
に

立
ち
向
か
い
、次
を
見
据
え
た
活
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　来
賓
と
し
て
、堀
内
山
梨
県
産
業
労
働

部
次
長
、原
田
山
梨
県
富
士
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
所
長
、柏
木
富
士
吉
田
市
産
業
観

光
部
長
の
３
名
が
出
席
し
、代
表
し
て
堀

内
山
梨
県
産
業
労
働
部
次
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　研
修
会
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事
業
継
続

推
進
機
構
の
指
田
朝
久
副
理
事
長
が
「
リ

ス
ク
社
会
で
勝
ち
抜
く
た
め
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ

た
。指
田
副
理
事
長
は
、「
地
球
規
模
で
見

る
と
、15
年
に
一
度
は
東
日
本
大
震
災
と

同
じ
マ
グ
ネ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
地
震

が
発
生
し
て
い
る
。地
震
考
古
学
の
観
点

か
ら
地
震
を
捉
え
る
と
、本
当
の
想
定
外

は
少
な
い
。想
定
範
囲
は
経
営
者

の
判
断
の
問
題
で
あ
る
。B
C
P

計
画
は
、被
害
を
受
け
た
こ
と
を

前
提
に
立
て
る
計
画
で
あ
り
、残

存
す
る
能
力
で
優
先
す
べ
き
業

務
を
継
続
さ
せ
、許
容
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
保
ち
、か
つ

許
容
さ
れ
る
期
間
内
に
復
旧
で

き
る
よ
う
に
、前
も
っ
て
代
替
リ

ソ
ー
ス
の
準
備
を
行
う
こ
と
、災

害
発
生
時
の
対
処
方
法
や
組
織

を
想
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。」
と
述
べ
た
。

　意
見
交
換
会
は
、勝
俣
副
会

長
の
座
長
に
よ
り
行
わ
れ
、業
界

の
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
等
の

現
状
や
展
望
、中
央
会
等
に
対
す
る
意
見
・

要
望
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　各
代
表
者
の
発
言
の
要
旨
は
次
の
と
お

り
。

●
上
野
原
工
業
団

地
事
業
㈿
守
屋

博
文
理
事
長
：

円
高
基
調
な
ど
、

中
小
業
の
経
営

に
と
っ
て
厳
し

い
局
面
で
あ
る

が
、生
き
残
る
た

め
に
は
、自
社
の

技
術
を
磨
き
、品

質
を
高
め
る
し

か
な
い
。経
費
の

削
減
を
行
う
と

と
も
に
、同
業
他

社
と
の
連
携
を

深
め
て
い
く
。

●
河
口
湖
温
泉
旅

館
㈿
外
川
誠
理

事
長
：
新
宿
駅

東
口
広
場
で

「
オ
ー
ル
河
口

湖
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
銘
打
ち
、う
ち
わ

を
配
り
、「
暑
い
う
ち
は
河
口
湖
へ
」
と

呼
び
か
け
た
。食
中
毒
発
生
時
に
は
、他

の
ホ
テ
ル
が
代
わ
り
に
受
け
入
れ
る
、ま

た
、静
岡
バ
ス
と
の
防
災
協
定
、中
野
区

と
の
受
入
協
定
な
ど
を
締
結
し
、不
測

の
事
態
へ
の
備
え
を
行
っ
て
い
る
。

●
都
留
食
糧
㈿
井
出
澄
男
理
事
長
：
ス
ー

パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
で
も
米
が
売
ら
れ
、地

域
の
小
売
店
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。山
梨
県
一
円
に
安
全
・
安
心
な
米
を

卸
す
の
が
組
合
の
役
割
で
あ
る
。国
の

検
査
を
通
過
し
た
安
全
な
米
を
販
売
し

て
い
く
。

●
山
梨
県
絹
人
繊
織
物
工
業
組
合
渡
辺

教
一
事
務
局
長
：
４
回
目
の
海
外
出
展

と
し
て
、中
国
上
海
展
に
富
士
吉
田
、西

桂
の
６
社
が
参
加
す
る
。過
去
の
経
験

を
踏
ま
え
、生
地
と
製
品
を
区
分
け
し

て
、出
展
す
る
。。ま
た
、造
形
大
学
生
と

若
手
経
営
者
の
交
流
に
よ
る
新
商
品
開

発
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
い
く
。

　最
後
に
、こ
の
交
流
会
が
、会
員
組
合
や

企
業
の
事
業
活
動
の
振
興
・
発
展
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
願
い
、閉
会
し
た
。

第
15
回
郡
内
地
域
組
合
交
流
会
を
開
催

第
15
回
郡
内
地
域
組
合
交
流
会
を
開
催

研修会場の様子

主催者あいさつを述べる内藤会長

講師の指田朝久氏
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ibuki今年の祭り会場に思う

 

Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
「
B

-

1
グ
ラ
ン

プ
リ
」
と
言
え
ば
、「
甲
府
鳥
も
つ
煮
」
が
昨
年

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
、堂
々
の
殿
堂
入
り
を
果
た

し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。そ
の
普
及
に
努
め

る
「
み
な
さ
ま
の
縁
を
と
り
も
つ
隊
」
の
ゆ
る
き

ゃ
ら
「
と
り
も
っ
ち
ゃ
ん
」
や
「
え
ん
ま
る
く

ん
」
が
、今
年
は
県
内
の
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　県
内
に
は
大
小
様
々
な
祭
り
が
あ
る
が
、今
年

は
夏
以
降
に
様
相
が
一
転
し
た
。暴
力
団
抗
争
に

よ
る
露
天
商
排
除
の
動
き
で
あ
る
。賑
わ
い
の
演

出
・
客
寄
せ
に
欠
か
せ
な
い
露
天
商
の
出
店
が
見

込
め
な
い
こ
と
で
、自
治
体
な
ど
主
催
者
は
、生

産
農
家
や
そ
の
加
工
業
者
、商
工
業
者
・
団
体
な

ど
に
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
た
。結
果
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
は
、ご
当
地
な
ら
で
は
の
特
産
品
・

加
工
品
・
グ
ル
メ
な
ど
地
域
色
豊
か
な
内
容
に
様

変
わ
り
し
た
。「
み
な
さ
ま
の
縁
を
と
り
も
つ

隊
」
な
ど
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
も
着
実
に

増
え
て
い
る
。

　「
B

-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
戻
る
が
、出
展
者

は
飲
食
店
で
は
な
く
、ま
ち
お
こ
し
団
体
で
あ
り
、

そ
の
た
め
「
出
店
」
で
は
な
く
「
出
展
」
、「
販

売
」
で
は
な
く
「
提
供
」
と
い
う
表
現
を
使
用
し

て
い
る
。ひ
し
め
き
合
う
露
天
商
の
賑
わ
い
や
情

緒
を
懐
か
し
む
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
機
会
に
地
域
の
魅
力
を
楽
し
み
な
が
ら
わ
か

り
や
す
く
伝
え
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ま
ち
お
こ
し
」
の
イ

ベ
ン
ト
と
と
し
て
、更
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
欲
し

い
。い
つ
か
第
２
・
第
３
の
「
甲
府
鳥
も
つ
煮
」
が

生
ま
れ
全
国
に
名
が
知
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　労災事故の補償は、政府管掌の労働者災害補償保険がありますが、補償
の高額化による企業の補償責任に加え、近年は、メンタルヘルス不調など
の企業側の安全配慮義務違反に起因する使用者賠償が増加しています。
　このような業務災害リスクに対して、全国団体のスケールメリットを生
かした低廉な掛金で加入できる補償制度となっています。

  ▶Jプラン・スーパーJプラン
　「Jプラン・スーパーJプラン」（引受保険会社：三井住友海上火災保
険株式会社）の補償内容は、役員・従業員の業務中の災害に対して、死
亡・後遺障害保険金、入院保険金、手術保険金、通院保険金が支払われ
る制度です。
　制度の特徴は、①保険料は、補償の対象者数（Jプラン）または売上
高（スーパーJプラン）から選択ができ、一般の保険料の約42.6%割
引、②政府労災の認定を待たずにスピーディーに保険金が支払われ
る、③加入時に補償対象者の名簿提出の必要がなく、加入手続きが簡
単、④保険金を会社受取とすることができる、⑤保険料は全額損金処
理ができる等となっており、比較的小規模な企業においても導入しや
すい制度となっています。

  ▶経営ダブルアシスト
　「経営ダブルアシスト」（引受保険会社：東京海上日動火災保険株式
会社）の補償内容は、役員・従業員の業務中の災害に対する、死亡保険

金、後遺障害保険金、入院保険金、手術保険金、通院保険金の支払いに
加え、企業に対して労災事故により使用者に法律上の賠償責任が課
せられた場合の損害賠償金・弁護士費用の支払い、及び、死亡保険金・
後遺障害保険金の負担を企業が臨時に課せられた場合の事業主費用
保険金の支払いがセットになった制度です。
　制度の特徴は、①保険料は、売上高から算出され、一般の保険料よ
り最大約52%割引、②政府労災の認定を待たずにスピーディーに保
険金が支払われる、③従業員の増減時の報告は不要で、パート・アル
バイト等も自動的に補償対象となる、④保険金を会社受取とすること
ができる、⑤保険料は全額損金処理ができる、⑥建設業の場合は下請
業者も補償対象となり、経営事項審査制度の加点ポイントとなる等と
なっており、役員・従業員の業務災害補償に加え、使用者賠償責任補
償を含めた企業防衛を考える全ての企業に導入いただける制度と
なっています。

　企業存続に向けたリスク管理の重要性の認識が高まっているいま、中央
会会員組合の加入企業の皆様には、業務災害リスクに備えて「業務災害補
償制度」への加入をご検討されてはいかがでしょうか。
　詳しくは、山梨県中小企業団体中央会、又は、各引受保険会社までお問
い合わせ下さい。

※この「業務災害補償制度」（普通傷害保険・一般傷害保険）は、概要を紹介した
ものです。加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をお読み下さい。

中小企業の「労災リスク」に備えて
「業務災害補償制度」を企業の実情に応じて、
二種類の制度から選択ができるようになりました。
　商品は、いずれも全国中小企業団体中央会が実施する共済制度です。
　役員・従業員の業務中の災害を補償する「Jプラン・スーパーJプラン」、役員・従業員の業務中の災害補償に加え、従業員の業務災害に
伴う法律上の損害賠償の責任負担をセットで補償する「経営ダブルアシスト」の二種類を、10月1日からスタートしました。
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データから見た業界の動き（平成23年9月分）
収益状況
2010年9月

景況感
2010年9月

売上高
2010年9月

減少
28%

不変
52%

増加
20% 悪化

26%

不変
66%

好転
8%

悪化
26%

不変
64%

好転
10%

減少
42% 不変

50%

増加
8%

悪化
38% 不変

56%

好転
6%

悪化
40% 不変

58%

好転
2%

　本県の9月の景況は、全業種のDI値が、売上高
－34（前年同月比－20）、収益状況－32（前年同
月比－6）、景況感－38（前年同月比－12）とな
っており、業種別のDI値では製造業で、売上高－
40（前年同月比－25）、収益状況は－35（前年
同月比－15）、景況感は－35（前年同月比－
20）。非製造業で、売上高－30（前年同月比－
17）、収益状況－30（前年同月比±0）、景況感－
40（前年同月比－7）となっている。
　全体の前年同月比では、全項目でDI値が悪化
傾向にあるものの、全体の前月比では、売上高、
収益状況、景況感の全ての項目で2～4ポイント
の改善が見られる。
　業種別では、製造業の前年同月比は全項目に
おいてDI値は悪化、前月比では売上高のみが10
ポイントの悪化。非製造業の前年同月比では、収
益状況が±0である以外は、ポイントを下げてい
る。前月比では、景況感で3ポイントの悪化とな
り、他はDI値が僅かに回復している。
　情報連絡員による県内の9月の業況報告で
は、前月に引き続き製造業、非製造業ともに円高
による原材料費等の高騰と海外との取り引き面
での影響や先行きを懸念するコメントが目立っ
ている。
　また、天候不順や二度に及ぶ台風の影響によ
る業績不振なども多く報告されており、中小企
業を取り巻く経済環境は、依然として先行きが
不透明な中にある。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
と
今
後
の
展
開

　当
業
界
は
近
年
、県
外
資
本
企
業
の
進
出
や
原
材
料
の
値

上
げ
等
に
よ
り
厳
し
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
原
材
料

の
値
上
げ
は
、こ
の
業
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。私
ど

も
の
商
品
は
「
熟
成
」
を
要
し
ま
す
の
で
、原
材
料
の
値
上
が

り
を
す
ぐ
に
商
品
価
格
へ
転
嫁
し
づ
ら
い
面
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、パ
ン
食
が
増
え
る
等
の
食
生
活
に
も
変
化
が
起
き
て
お

り
、味
噌
汁
を
食
べ
る
習
慣
が
少
し
ず
つ
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
変
化
も
ま
た
、業
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。　こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、業
界
で
も
様
々
な

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
の
１
つ
が
、山
梨
ブ
ラ
ン
ド

の
「
甲
州
調
合
味
噌
」
で
す
。こ
の
甲
州
調
合
味
噌
は
、山
梨

県
産
の
大
豆
の
み
を
使
用
し
て
お
り
、米
麹
と
麦
麹
を
混
合

し
て
製
造
し
た
味
噌
で
す
。そ
れ
ら
の
味
噌
に
は
「
甲
州
調
合

味
噌
認
証
マ
ー
ク
」
を
付
け
て
い
ま
す
。

　ま
た
、作
る
だ
け
で
は
な
く
、山
梨
の
ワ
イ
ン
・
ぶ
ど
う
・
富

士
山
等
の
観
光
資
源
を
活
用
し
、新
た
な
販
売
促
進
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。山
梨
県
内
に
観
光
で
訪
れ
た

際
に
、そ
の
観
光
ル
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
、味
噌
作
り
体
験
や

醤
油
の
製
造
過
程
見
学
等
を
実
施
し
、そ
れ
に
よ
り
山
梨
の

味
噌
・
醤
油
を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
以
外
に
も
、味
噌
・
醤
油
の
需
要
開
拓
と
し
て
、県

内
外
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
味
噌
・
醤
油
」
を
子
供
た
ち
に
も
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
学
校
等
を
訪
問
し
、味
噌
作
り
体
験

な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　今
後
も
、今
ま
で

の
考
え
方
に
と
ら

わ
れ
な
い
多
彩
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
生

み
出
す
べ
く
、ま
た

守
る
べ
き
伝
統
は

継
承
し
、今
以
上

に
美
味
し
い
「
味

噌
・
醤
油
」
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

   

情
報
連
絡
員
に
は
、景
気
動
向

の
変
化
、現
状
と
そ
の
背
景
な
ど
に

つ
い
て
、業
界
ま
た
は
組
合
員
全
体

の
動
向
・
予
測（
売
上
高
・
原
燃
料

等
経
費
・
資
金
繰
り
な
ど
）に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
震
災

の
影
響
で
低
迷
し
て
い
た
婚
礼

用
食
材
は
、回
復
傾
向
に
あ
る

が
、台
風
の
影
響
で
土
産
品
は
不

調
と
な
っ
た
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
自
社

ブ
ラ
ン
ド
製
品
は
、前
年
並
み
を

確
保
。し
か
し
、円
高
メ
リ
ッ
ト

以
上
に
小
麦
粉
、砂
糖
、バ
タ
ー

等
の
原
材
料
が
高
騰
し
て
お
り

採
算
的
に
は
厳
し
い
状
況
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
円
高

の
影
響
で
数
年
間
継
続
し
て
い

た
ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
向
け
ス
ト

ー
ル
の
受
注
が
無
く
な
っ
た
製

造
問
屋（
通
常
時
売
上
高
の
20

%
を
占
め
る
。）が
あ
る
。

●
繊
維・同
製
品（
ア
パ
レ
ル
）／
仕

事
量
、質
と
も
昨
年
並
み
に
持
ち

直
し
て
き
た
。し
か
し
、先
行
き

は
不
透
明
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
3
・
11
以

降
受
注
量
が
減
少
。暫
く
は
こ
の

状
況
が
続
く
模
様
。

●
窯
業・土
石（
生
コ
ン
）／
主
要
原

材
料
の
値
上
げ
、燃
料
費
の
高

止
ま
り
に
よ
り
収
益
が
圧
迫
さ

れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、生
コ
ン

価
格
の
値
上
げ
を
検
討
中
で
あ

る
。

●
一
般
機
器
／
一
定
の
仕
事
量
が

確
保
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

●
電
気
機
器
／
コ
ス
ト
競
争
で
、受

注
の
奪
い
合
い
に
な
っ
て
お
り
、

厳
し
い
状
況
下
で
の
経
営
が
続

い
て
い
る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
い
ま
だ
に

金
融
品
市
場
の
影
響
に
よ
る
経

済
市
況
の
悪
化
に
歯
止
め
が
掛

か
ら
な
い
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
流
通
量
の
減

少
に
伴
う
取
扱
量
の
減
少
の
た

め
競
争
激
化
、仕
入
金
額
増
。

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）／
素
材
で

あ
る
金
、プ
ラ
チ
ナ
等
の
地
金
、

ダ
イ
ヤ
の
価
格
が
高
騰（
前
年
同

月
比 

金
１
２
６
%
、プ
ラ
チ
ナ

１
０
６
%
）し
製
造
が
困
難
な

状
況
に
あ
っ
た
が
、９
月
後
半
に

地
金
が
下
落
し
た
。「
日
本
ジ
ュ

エ
リ
ー
フ
ェ
ア
」は
、例
年
並
み

の
売
上
を
上
げ
、「
香
港
フ
ェ
ア
」

も
そ
こ
そ
こ
の
売
上
だ
っ
た
。

●
小
売（
商
店
街
）／
震
災
や
二
度

の
台
風
等
の
影
響
で
消
費
低

迷
。今
後
の
回
復
に
期
待
。

●
小
売（
青
果
）／
雨
な
ど
の
天
候

不
順
に
よ
り
野
菜
な
ど
入
荷
減
。

価
格
は
前
月
比
15
〜
20
％
上

昇
。

●
小
売（
食
肉
）／
牛
肉
の
放
射
能

汚
染
・
生
食
の
衛
生
基
準
強
化

等
の
問
題
で
牛
肉
の
売
上
が
昨

対
60
％
ま
で
落
ち
込
み
単
価
の

高
い
商
品
が
売
れ
ず
に
、売
上
は

大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

●
小
売（
水
産
物
）／
二
度
に
わ
た

る
台
風
被
害
に
よ
り
道
路
等
の

イ
ン
フ
ラ
被
災
の
影
響
は
、小
売

業
の
経
営
に
多
大
な
損
害
を
与

え
た
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
地
デ
ジ
へ

の
切
替
か
ら
２
ヶ
月
が
経
過
し

予
想
以
上
の
販
売
不
振
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
。

●
小
売（
石
油
）／
９
月
は
、世
界

経
済
の
先
行
き
懸
念
と
円
高
ド

ル
安
に
よ
り
中
東
原
油
が
大
幅

に
下
落
し
、県
内
の
石
油
製
品
も

ガ
ソ
リ
ン
を
中
心
に
８
〜
10
円

程
度
値
下
り
し
た
た
め
給
油
所

の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

●
不
動
産
取
引
／
住
宅
地
の
販
売

は
順
調
。事
業
用
地
の
販
売
は

低
迷
。賃
貸
物
件
の
賃
料
は
下

降
。

●
宿
泊
業
⑴
／
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー

ク
等
、二
度
の
連
休
が
あ
っ
た
が

台
風
の
影
響
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ

ル
に
な
っ
た
宿
も
多
か
っ
た
。震

災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、国
内
客

は
、ほ
ぼ
戻
り
つ
つ
あ
る
。

●
宿
泊
業
⑵
／
震
災
後
、旅
行
者

は
戻
っ
て
き
た
。た
だ
し
、前
年

同
月
に
比
べ
個
人
旅
行
者
は
回

復
傾
向
に
あ
る
が
、ツ
ア
ー
客
や

団
体
旅
行
客
が
落
ち
込
ん
で
い

る
。

●
美
容
業
／
相
変
わ
ら
ず
美
容
院

数
の
過
剰
感
が
あ
り
競
争
が
激

し
い
た
め
、単
価
の
安
い
美
容
院

へ
と
客
足
が
流
れ
て
い
る
。

●
建
設
業（
総
合
）／
倒
産
企
業
も

で
て
き
て
お
り
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
あ
る
。上
期
の
工
事

量
は
、単
月
で
は
前
年
比
を
上

回
っ
た
月
も
あ
る
が
、全
体
的
に

マ
イ
ナ
ス
基
調
に
あ
る
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
大
震
災
に
よ

り
材
料
が
高
騰
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、型
枠
工
事
の
単
価

は
む
し
ろ
下
落
し
て
お
り
、仕
事

は
あ
る
も
の
の
苦
し
い
経
営
が

続
い
て
い
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
４
〜
９
月
の

物
件
数
は
、前
年
比
50
％
減
。鋼

材
価
格
が
値
上
り
し
て
お
り
、鉄

工
所
は
資
金
繰
り
の
た
め
、ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
鋼
材
支
給
の
取
引

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
市
等
か

ら
の
工
事
の
発
注
数
、設
計
単

価
等
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
二
度
の
台

風
に
よ
り
客
足
が
減
少
。中
央

線
、身
延
線
の
不
通
に
よ
り
駅
利

用
の
客
も
少
な
か
っ
た
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
荷
主
各
社

が
中
間
決
算
の
た
め
、そ
こ
そ
こ

の
荷
動
き
が
あ
っ
た
が
10
月
以

降
の
動
き
は
例
年
に
な
く
不
透

明
で
あ
る
。円
高
が
重
な
り
、ま

す
ま
す
悪
く
な
る
一
方
。燃
料
の

価
格
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
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9月分
平成23年

「甲州調合味噌認証マーク」が付いたあわせみそ
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　山
梨
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組

合（
岩
間
英
雄
理
事
長
）は
、10
月

15・16
日（
土・日
曜
日
）の
両
日
に
甲

府
市
の
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
芝
生

広
場
で
開
催
さ
れ
た
農
業
ま
つ
り
に

出
展
し
た
。当
日
は
農
協
や
地
域
の

農
業
者
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
新

鮮
で
お
い
し
い
農
産
物
、加
工
品
な

ど
の
安
価
に
よ
る
販
売
、山
梨
県
農

業
大
学
校
の
学
生
な
ど
が
精
魂
込
め

て
作
っ
た
野
菜
や
花
な
ど
の
販
売
が
、

安
全
・
安
心
で
美
味
し
い
県
産
食
肉

の
試
食・販
売
が
行
わ
れ
た
。

　農
業
ま
つ
り
は
、森
林
で
育
ま
れ

た
山
の
幸
や
、木
の
温
も
り
を
感
じ

る
木
工
品
な
ど
、森
林
の
恵
み
を
感

じ
さ
せ
た
「
森
林
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
、地
域
の
お
店
の
商
品
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
や
技
術

な
ど
、地
域
の
企
業
の
魅
力
を
紹
介
し
た
「
商
工
会
ま
つ
り【
や
ま

な
し
の
お
宝
発
見
】」
、参
加
業
者
が
自
信
を
も
っ
て
提
供
す
る
商

品
の
即
売
や
、県
産
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
な
ど
、山
梨

の
魅
力
を
発
信
し
た
「
や
ま
な
し
の
県
産
品
フ
ェ
ア
」
の
４
つ
の
イ

ベ
ン
ト
で
構
成
さ
れ
、山
梨
県
内
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
水
産
物
、林

産
品
、地
場
産
業
製
品
を
一
堂
に
集
め
て
紹
介
し
、ふ
る
さ
と
の
特

産
品
に
つ
い
て
多
く
の
方
に
広
く
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。組
合
と
し
て
も
、当
日
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

及
び
組
合
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い

た
だ
い
た
方
に
は
野
菜
栽
培
キ
ッ
ト
を
渡
す
な
ど
、多
く
の
来
場
者

に
対
し
、組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
広
く
行
っ
た
。

　最
近
は
、専
業
の
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、遊
休
農
地
や

耕
作
放
棄
地
が
多
く
見
ら
れ
る
中

で
、家
庭
菜
園
や
週
末
農
業
を
行

う
一
般
の
人
が
増
え
て
お
り
、農
業

機
械
を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入

す
る
人
、ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

探
す
人
も
い
る
。

　組
合
で
は
、こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、活
動
を
盛
り
上
げ
、活
気
を
出

し
て
い
く
こ
と
が
活
性
化
に
も
繋

が
る
と
考
え
、今
後
も
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
出
展
し
、業
界
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
48
回
関
東
甲
信
越
食
肉
連
絡
協
議
会

　
　
　
　通
常
総
会
山
梨
大
会
開
催
！

関東甲信越食肉連絡協議会T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
」

　
　
　
　
　
　盛
大
に
開
催

大月商店街協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

農
業
ま
つ
り
に
出
展

山梨県農業機械商業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

岩野 秀夫
大会実行委員長

　10
月
22
日
に
大
月
駅
周
辺
の
国
道
20
号
を
歩
行
者
天
国
に
し

て
60
台
以
上
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
集
ま
り
、取
れ
た
て
野
菜
や
大
月

市
に
ち
な
ん
だ
グ
ッ
ズ
な
ど
を
販
売
す
る
「
大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
」

が
初
開
催
さ
れ
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、大
月
駅
周
辺
整
備
事
業（
南
側
）が
平
成
24

年
3
月
に
完
了
予
定
で
あ
り
、こ
れ
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
中
心

市
街
地
に
活
気
を
取
り
戻
し
、賑
わ
い
の
あ
る
街
と
し
て
再
生
し

て
い
く
た
め
、大
月
商
店
街
協
同
組
合（
小
俣
孝
理
事
長
）の
組
合

員
な
ど
で
構
成
す
る「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
社
会
実
験
実
行
委
員

会
」（
小
俣
孝
委
員
長
）が
展
開
し
て
い
る
大
月
市
賑
わ
い
づ
く
り

社
会
実
験
事
業
の
一
環
と
し
て
、市
民
や
大
月
短
大
な
ど
の
協
力

を
得
な
が
ら
実
施
さ
れ
た
。

　同
事
業
で
は
、駅
前
を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
と
し
て
、大

ツ
キ
夕
や
け
市
の
開
催
、大
ツ
キ
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
と
大
月
う
み

ゃ
ー
も
ん
フ
ェ
ア
の
開
催
、大
月
情
報
Q
&
A
冊
子
の
作
成
、街
歩

き
・
山
歩
き
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、商
店
街

を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
と
し
て
は
、お
も
て
な
し
ス
テ
ッ

カ
ー
の
作
成
・
掲
示
、お
も
て
な
し
ベ
ン
チ
の
設
置
、大
月
ブ
ラ
ン

ド
・
大
月
グ
ッ
ズ
の
開
発
と
販
売
、パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の

「
５
神
社
め
ぐ
り
」、大
月
軽
ト
ラ
市
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
　

　軽
ト
ラ
市
に
合
わ
せ
て
20
日
か
ら
11
月
2
日
ま
で
、同
市
出
身

の
落
語
家
三
遊
亭
小
遊
三
さ
ん
の
写
真
展「
小
遊
三
展
」が
展
示

施
設「
ま
ち
宿
り
」で
開
催
さ
れ
る
他
、22
日
に
は
、「
大
月
阿
波
踊

り
」の
群
舞
、ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る「
L
U
C
K
Y
戦
隊
ツ
キ

レ
ン
ジ
ャ
ー
」の

シ
ョ
ー
、餅
つ
き

大
会
、二
胡
演

奏
な
ど「
つ
き
」

に
ま
つ
わ
る

様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
た
。

  

ま
た
、街
な
か

の
魅
力
の
再
発

見
と
回
遊
性
向

上
の
た
め
、「
大

月
散
策
ラ
ッ
キ

ー
マ
ッ
プ
」を
配

布
す
る
と
と
も

に
隠
れ
た
見
所

の
整
備
を
進
め

て
い
る
。

去
る
10
月
20
日
に
、第
48

回
関
東
甲
信
越
食
肉
連

絡
協
議
会（
小
松
宥
会

長
）通
常
総
会
山
梨
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。本
総
会

は
、関
東
甲
信
越
に
所
属

す
る
１
都
９
県
が
持
ち
回

り
で
毎
年
行
っ
て
い
る
。

48
回
目
と
な
る
今
回
は
、

開
催
県
と
な
っ
た
山
梨
県

食
肉
事
業
協
同
組
合
連

合
会（
高
野
修
一
会
長
）、

山
梨
県
食
肉
生
活
衛
生

同
業
組
合（
杉
田
正
孝
理

事
長
）が
当
番
幹
事
と
な
り
行

わ
れ
た
。

　開
催
当
日
は
、関
東
甲
信
越

各
県
か
ら
約
2
0
0
名
が
参
加

し
、理
事
会
、総
会
、表
彰
式
典
、

記
念
講
演
、懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

の
日
程
で
進
ん
だ
。

　総
会
で
は
、斎
藤
山
梨
県
理

事
が
司
会
を
担
当
、前
年
開
催

地
の
東
京
都
食
肉
生
活
衛
生

同
業
組
合
芹
田
光
司
理
事
長

の
開
会
の
言
葉
に
続
い
て
、山

梨
県
大
会
岩
野
秀
夫
実
行
委
員
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

  

続
い
て
、関
東
甲
信
越
協
議
会
小
松
宥
会
長
が
座
長
と
な
り
、平

成
22
年
度
の
活
動
報
告
及
び
決
算
報
告
、平
成
23
年
度
の
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

　表
彰
式
典
で
は
、組
合
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る
表

彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
、受
賞
者
を
代
表
し
て
、山
梨
県
佐
々
木

秀
則
氏
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　記
念
講
演
は
、「
生
産
情
報
公
表
J
A
S
の
認
定
と
運
用
」
を

テ
ー
マ
に
、甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
生
産
普
及
組
合
組
合
長
・
㈱
小

林
牧
場
代
表
取
締
役
社
長
の
小
林
輝
男
氏
が
、消
費
者
か
ら
の
信

頼
確
保
の
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、J
A
S
規
格
の
検
査
認

証
制
度
に
基
づ
く
特
色
あ
る
生
産
情
報
公
表
の
導
入
に
つ
い
て
講

演
を
行
っ
た
。

　懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、㈱
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
所
属
の
お
笑
い
芸
人
や
、デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
の
演
奏

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

会場風景

小松 　宥
関東甲信越食肉
連絡協議会会長
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　10
月
10
日
、甲
府
市

緑
が
丘
の
山
梨
県
美

容
会
館
・
美
容
専
門
学

校
に
お
い
て
、山
梨
県

美
容
業
生
活
衛
生
同

業
組
合（
深
澤
仁
理
事

長
）は
、恒
例
の
美
容

ま
つ
り
を
開
催
し
た
。

　今
年
で
第
19
回
を

迎
え
る
美
容
ま
つ
り

は
快
晴
に
恵
ま
れ
、会

場
に
訪
れ
た
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
い
年
代
層
が
、秋
晴

れ
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

　開
会
式
は
、組
合
員
や
美
容
専
門
学
校
の
生
徒
な
ど
関
係
者
が

出
席
し
、開
場
を
待
つ
多
く
の
来
場
者
が
見
ま
も
る
中
、盛
大
に

開
催
さ
れ
、深
澤
理
事
長
、山
形
校
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、来
賓
の

祝
辞
と
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　当
日
は
、支
部
組
合
員
に
よ
る
産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
や
専
門
学

校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
、か
た
焼
き
そ
ば
、タ
コ
ラ
イ
ス
、フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、パ
ン
ケ
ー
キ
、豚
汁
な
ど
を
提
供

す
る
屋
台
村
コ
ー
ナ
ー
が
屋
外
会
場
に
開
設
さ
れ
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
っ
た
。ま
た
、館
内
に
開
設
さ
れ
た
美
容
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、恒
例
と
な
っ
た
専
門
学
校
生
よ
る
ネ
ー
ル
ア
ー
ト
や
エ
ス
テ
、

シ
ャ
ン
プ
ー
＆
ブ
ロ
ー
な
ど
の
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
今
年
も
大

好
評
で
、目
当
て
に
訪
れ
た
来
場
者
が
列
を
つ
く
っ
た
。

　こ
う
し
た
企
画
、イ
ベ
ン
ト
は
、専
門
学
校
生
に
と
っ
て
は
、日

頃
学
ん
で
い
る
美
容
技
術
を

披
露
す
る
絶
好
の
機
会
と
、

お
客
さ
ま
に
接
す
る
貴
重
な

体
験
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、同
じ
く
恒
例
の
お

楽
し
み
抽
選
会
に
は
、特
賞

の
折
り
た
た
み
自
転
車
や
ウ

ォ
ー
ク
マ
ン
、ア
イ
ポ
ッ
ド
、

お
米（
2
㎏
・
５
㎏ 

各
30
本
）

な
ど
目
玉
景
品
の
他
、午
前
、

午
後
あ
わ
せ
て
合
計
１
０
０

０
本
の
景
品
が
用
意
さ
れ
、

来
場
者
の
長
い
列
が
続
い
て

い
た
。

レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会

　
　
　全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

山梨県中小企業団体中央会女性部会T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

山
梨
の
美
酒
を
味
わ
う

山梨県酒造組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
19
回
美
容
ま
つ
り

毎
年
恒
例
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

山梨県美容業生活衛生同業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
酒
造
組

合（
小
宮
山
光
彦

会
長
）は
、10
月
14

日「
山
梨
の
日
本

酒

　ふ
ぁ
い
と
じ

ゃ
ぱ
ん
」を
二
部

構
成
で
開
催
し
た
。

　一
部
で
は
、全

国
利
き
酒
大
会
の

山
梨
県
予
選
会
を

甲
府
駅
ビ
ル「
エ

ク
ラ
ン
」で
２
３

０
名
が
参
加
し
開

催
し
た
。７
種
類

の
日
本
酒
の
味
や

香
り
か
ら
同
一
の

銘
柄
を
当
て
る
マ
ッ
チ
ン
グ
方
式
で
、制
限
時
間
15
分
以
内
で
行

わ
れ
た
。上
位
２
名
が
、10
月
21
日
に
東
京
で
開
か
れ
た
全
国
大

会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

　二
部
の
試
飲
会
で
は
、山
梨
県
内
の
蔵
元
７
社
が
熟
成
し
た
自

慢
の
酒
4
種
類
計
27
点
が
持
ち
寄
ら
れ
た
。今
年
は
、各
蔵
元
が

醸
造
に
使
用
す
る
仕
込
み
水
や
酒
粕
を
活
用
し
て
開
発
し
た
ラ
ス

ク
等
も
振
る
舞
わ
れ
た
。

　清
酒
の
販
売
数
量
は
年
々
減
少
し
、10
年
前
の
６
割
程
度
し
か

な
い
。

　県
内
に
お
い
て
も
、

地
酒
を
取
り
扱
う
飲

食
店
が
少
な
い
た
め
、

甲
府
駅
周
辺
の
地
酒

取
扱
店
と
銘
柄
を
記

載
し
た
地
図
を
、周
辺

ホ
テ
ル
等
を
中
心
に
配

布
し
た
。

　小
宮
山
会
長
は
、「
地

酒
は
、地
域
の
文
化
で

す
。個
性
豊
か
な
地
酒

を
通
し
て
、出
会
い
や

人
の
繋
が
り
を
作
っ
て

も
ら
い
た
い
。名
水
で

醸
し
た
山
梨
の
日
本

酒
を
是
非
味
わ
っ
て
欲

し
い
。」と
語
っ
た
。

　10
月
20
・
21
日
の
両

日
、平
成
23
年
度『
レ
デ

ィ
ー
ス
中
央
会
全
国
フ

ォ
ー
ラ
ム 

in 

大
阪
』が
、

「
〜
つ
な
が
ろ
う
日
本

!!
〜
女
性
の
力
で
中
小

企
業
の
活
性
化
を
！
」

を
テ
ー
マ
に
、大
阪
府

大
阪
市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
」
で

開
催
さ
れ
た
。本
県
か

ら
は
11
名
、全
国
か
ら

は
約
３
２
０
名
の
女
性

経
営
者
、経
営
者
夫
人
、

組
合
の
女
性
役
職
員
が
参
加
し
た
。

　第
１
部
事
例
講
演
で
は
、『
お
い
し
い
お
菓
子
を
つ
く
り
た
い
』

と
題
し
、株
式
会
社
青
木
松
風
庵
代
表
取
締
役
青
木
啓
一
氏
が
、

わ
ず
か
25
名
で
お
菓
子
製
造
を
始
め
、大
阪
、和
歌
山
、奈
良
の
売

上
高
№
１
の
企
業
と
な
っ
た
、社
長
自
ら
が
商
品
開
発
を
行
う
味

へ
の
こ
だ
わ
り
と
最
高
の
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　続
い
て
、第
２
部
基
調
講
演
で
は
、『
で
き
る
や
ん
か
！
人
間
っ

て
欠
け
て
い
る
か
ら
伸
び
る
ん
や
』と
題
し
、千
房
株
式
会
社
代
表

取
締
役
中
井
政
嗣
氏
が
、経
験
を
踏
ま
え
た
独
特
の
持
論
を
元
に
、

欠
け
て
い
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。何
の
努
力
も

し
な
い
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
。過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
け
ど
、現
在

と
未
来
は
変
え
ら
れ
る
と
実
践
に
基
づ
い
た
教
育
論
・
人
間
論
を

展
開
し
、人
材
教
育
も
手
掛
け
て
い
る
。合
い
言
葉
は
「
で
き
る
や

ん
か
！
」
。一
介
の
お
好
み
焼
屋
か
ら
全
国
へ
展
開
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
へ
と
成
長
さ
せ
た
ナ
ニ
ワ
の
名
物
社
長
な
ら
で
は
の
熱
の
こ
も

っ
た
講
演
を
行
っ
た
。

　交
流
会
で
は
、全
国
か
ら
の

参
加
者
が
地
域
を
越
え
て
テ

ー
ブ
ル
を
囲
み
、情
報
交
換
や

親
睦
を
深
め
た
他
、大
阪
を

代
表
す
る
お
笑
い
コ
ン
ビ
に

よ
る
漫
才
や
、ノ
リ
の
い
い
河

内
音
頭
「
河
内
お
と
こ
節
」

を
参
加
者
全
員
で
踊
る
な
ど

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　来
年
は
福
島
県
で
の
開
催

が
決
定
さ
れ
た
。

参加者の皆さん

基調講演行う千房㈱中井政嗣氏

専門学校生による屋台コーナー

開場と同時に多くの来場者で賑わった

酒談義に沸く会場

全国聞き酒大会山梨県予選会
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改正育児・介護休業法等
説明会のご案内

■先生の研究分野を教えてください。
　地球化学、特に大気化学を専門としており、大気中の様々な
化学成分を計測して、それらの大気中における動態や生態系へ
の影響を研究しています。その中でも特に、ＰＭ（Particulate 
Matter）（粒子状物質：エアロゾルともいう）に注目していま
す。自動車の排ガス規制に関係する物質で、SPMやPM2.5と
いう環境基準もあります。PMは直接粒子として大気中に排出
されるものと、窒素酸化物や硫黄酸化物などガス状物質として
排出されたものが大気中で光化学反応などにより粒子に変化
したものに分類されます。またPMには、人為的に放出された
ものの他、元来自然に存在するものも数多くあり、波しぶきが
乾燥したものや黄砂などもPMに含まれます。PMが核となっ
て水蒸気が集まり凝結し、雲がつくられます。
　私の研究では、PMを環境中で計測して、その環境中におけ
る動態、どのような気象条件下で濃度が上がり、どのように大
気から除去されるかといったメカニズムの解明を目指してい
ます。また、PMが植物にどのような影響を与えるかといった
生態系への影響も研究テーマです。

■具体的な研究内容は？
　一つ目は、大気中の窒素化
合物の動態とその環境に与え
る影響についての研究です。
自動車の排気ガスなどに含ま
れる窒素酸化物は硝酸ガスを
経てPMに変化し、海や森に
沈着すると栄養分となって生
物生産を支えることもありま
す。農地などから放出される
アンモニアも同様です。いず
れも地球上での窒素成分の循
環に関わる重要な成分です

が、過剰になると酸性雨や富栄養化、土壌の酸性化などを引き
起こします。また、これら窒素化合物はガスとPMのいずれの
形態でも存在しますが、ガスとPMでは大気からの除去過程や
大気中の輸送距離が異なり、その分配は濃度分布や地表への
降下量を左右します。この研究では、大気中において、硝酸やア
ンモニアなどの窒素化合物がどのような条件下でガスになり、
PMとなるか、また大気から降水によってどのくらい洗浄され
るか、降水のない条件下ではどのくらい除去されるのかを研究
しています。
　次に、有機物や黒鉛のような炭素化合物のPMについての研
究も行なっています。PMは直接太陽光を散乱・吸収する性質
があり、その中でも水に溶けやすい成分は雲をつくり、PMの
量が多いと雲粒が多くなり太陽光を反射しやすくなります。温
室効果気体による地球温暖化への影響については、現在かな
りの精度で見積もられています。増えたCO2だけで考えるとも
っと温暖化していいのですが、そこにはPMの寒冷効果による
相殺の影響があることが近年の研究でわかってきました。しか
し、PMやその雲による寒冷化の見積は不確実であり、気候変

動予測における課題
となっています。この
研究では、大気中に
雲の凝結核になり得
るPM、その中でも炭
素化合物がどのくら
い存在するのか、その
化学的性質、雲の凝
結能力について研究
しています。
　その他生態系への

影響についての研究では、森林への大気汚染物質の降下量の
計測を行なっています。森林は地球上の生態系として生物の現
存量が最も多く、二酸化炭素の吸収･排出量も最も大きいなど、
炭素循環において大変重要な生態系といえます。その森林が
大気汚染物質の増加によってどのような影響を受けているの
かを知りたいのですが、観測例が限られており、研究着手段階
にあります。

■今後の研究の可能性について
　PMの計測は難しく、通常行われているフィルターに集める
手法では、集めた段階で大気中での状態と変わってしまい、デ
ータに狂いが生じます。PMは小さいものから大きいものまで
様々なサイズがあり、いかに正確なデータを出せるかが課題で
す。最初から計測値には不確かさがあるということを前提とし
た上での議論も重要です。近年の計測技術の向上により、サン
プリングの時間が大幅に短縮され微量な成分の計測も可能に
なってきましたが、それでもまだ十分とはいえません。より高
度な計測技術が求められています。また山地や海洋上など
様々なフィールドでの調査が必要であることから、可搬型で安
価な、バッテリー駆動の装置の開発が望まれます。健康に関わ
るなど新たに監視が必要な物質が見出されると、これに関す
る計測装置の開発も進み、重要も伸びると予想されます。一
方、数値シミュレーションなどと組み合わせて花粉や大気汚染
物質の飛散量を予測するなどのソフト面での応用も考えられ
ます。
　窒素化合物などの大気への排出量が増大しており、地球環
境に様々な影響を及ぼしています。PMの研究を通して、地球
のメカニズムの一端の解明と環境対策の前提となる確かな知
見の蓄積に貢献していきたいと思います。

　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生と研究を紹介する
ために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を
書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

●松本先生の研究などについてのご相談がありましたら、山梨大学　産学官連携・研究推進機構
　（TEL：055-220-8759，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

ただいま、研究中!

山梨大学　研究室訪問

●山梨大学教育人間科学部

　准教授　松本 　潔 博士（理学）

第34回

林地での観測風景

大気中における粒子状物質の動態と環境への影響の解明

全面
施行
　平成24年７月１日からはこれまで一部適用が猶予されていた従業員数が100人以下の事業主
においても改正育児・介護休業法が適用になります。
　本説明会では平成23年度均等・両立推進企業としてファミリー・フレンドリー企業部門山梨労
働局長奨励賞を受賞したパイオニア・マイクロ・テクノロジー株式会社による事例発表や改正育
児・介護休業法、助成金等に関する説明、人事労務ご担当者の意見交換会を行います。是非ご参加
ください。
  日　時　平成23年11月８日（火） 13：30～16：00
  内　容　  ▶均等・両立推進企業表彰授与式
  　　　　  ▶受賞企業による事例発表……（パイオニア・マイクロ・テクノロジー株式会社）
  　　　　  ▶改正育児・介護休業法、ポジティブ・アクションについて
  　　　　  ▶助成金について
  　　　　　　（両立支援助成金、中小企業両立支援助成金、均衡待遇・正社員化推進奨励金）
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （山梨労働局雇用均等室）
  　　　　  ▶個別相談会／意見交換会　
　　　　　＊説明会終了後に受賞企業と、ご参加の人事労務ご担当者との意見交換会を実施します
  主　催　山梨労働局　
  場　所　山梨県自治会館　講堂　1階　（甲府市蓬沢1－15－35）
  定　員　120名　（事前にお申し込みください）
  参加費　無料

●申込先…山梨労働局雇用均等室（電話055－225－2859）

 地域の安心・安全を守るために…事業所様のご理解とご協力が不可欠です
　社会経済の進展に伴い、産業構造や就業構造が大きく変化し、本県では消防団員の約
８割が被雇用者となっています。
　このような状況の中で、消防団員を確保し、消防団の活性化を図るためには、被雇用
者が入団しやすく、かつ消防団員として活動しやすい職場環境の整備が求められます。
　事業所が、従業員の入団促進や勤務時間中の消防団活動に積極的に協力することは、
地域の防災体制の充実に資するとともに、地域社会の構成員として防災に貢献すること
となります。

 消防団協力事業所表示制度とは
　消防団の活動に積極的に協力している事業所を、各市町村が「消防団協力事業所」と

して認定し、「表示証」を交付する制度です。
　「消防団協力事業所」として認められた事業所は、取得
した表示証を社屋に表示でき、表示証のマークを自社ホ
ームページなどで広く公表することができます。
　事業所の社会貢献が広く認められ、信頼性・イメージ
が向上するとともに、地域防災体制の一層の充実が図ら
れます。

 認定を受けたい事業所の方は
　まずは、消防団協力事業所表示制度導入市村（23年4
月4日現在、9市村）にお問い合わせください。

「消防団協力事業所表示制度」
表示マーク

「消防団協力事業所表示制度」について「消防団協力事業所表示制度」について

海洋での観測風景
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面接会参加企業募集中

〒400-0035　甲府市飯田3丁目3-28
Tel.055-228-8383

㈳山梨県シルバー人材センター連合会

　㈳山梨県シルバー人材センター連合会では山
梨労働局より委託をうけてシニアワークプログラ
ム地域事業を実施し、55歳以上の高齢者の就職・
就業支援をしています。

「ヘルパー２級」「タクシー乗務員」
合同面接会

＊面接会参加企業を募集しています。詳しくは下記までお問合せ下さい。

●平成23年12月14日（水）　13:30～
　甲府市「ベルクラシック甲府」

明日を、かなえる。
みんなのために、ひとりのために

しんきん
バンク

Face to Face

甲府信用金庫
（055-222-0231）

山梨信用金庫
（055-235-0311）

ATM
全国19,900台

しんきんキャッシュカードなら、全国のしんきんATMで、
平日・土曜のご利用手数料が無料で、ご利用できます。
（一部対象外のATMがございます。）

山梨県中小企業団体中央会が推進する

安い掛金で 大きな安心

自動車共済自動車共済
24時間事故受付で、緊急連絡にそなえて万全の

事故処理体制をとっています。万一の事故のと

きは、顧問弁護士や専門職員が示談交渉にあた

り、解決するまで協力します。

関東自動車共済協同組合
山梨県支部

〒400-0035　甲府市飯田 4-4-2　自動車共済ビル
TEL 055-237-8331 ㈹

　毎月勤労統計調査は、賃金や労働時間、雇用の変動を明らかにすることを目的に、統計法に基づいて厚生労働
省が実施している、国の重要な統計調査です。調査は事業所単位で行います。

調査は、2種類あります

↓
調査対象の事業所は、一定のルールに基づいて、無作為に選ばれます。

↓
調査対象に選ばれた事業所の皆さまには、調査へのご理解とご回答をお願いいたします。

調査の流れ
厚生労働省

統計調査員

厚生労働省

統計調査員

詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください
▶ トップページ → 統計情報・白書 → 各種統計調査結果 → 分野別一覧 → 7.雇用 → 毎月勤労統計調査
　 http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/30-1.html
　 厚生労働省　大臣官房統計情報部　雇用統計課・都道府県

　高年齢者の意欲と能力を活かすため、希望者全員が65歳以上まで働くことができる制度の導入または70歳
以上まで働くことができる制度の導入にあわせて、高年齢者の職域の拡大や高年齢者の雇用管理制度の構築に
取り組み、高年齢者がいきいきと働ける職場の整備を行う事業主に対し、当該取組に係る経費の3分の1に相当
する額を、500万円を限度として支給する。

●奨励金・助成金の申請・ご相談は…山梨高齢・障害者雇用支援センター（TEL：055-236-3163）まで

毎月勤労統計調査のお願い毎月勤労統計調査のお願い

5人以上の労働者を雇用する事業所対象
毎月勤労統計調査
毎月実施

1～4人の労働者を雇用する事業所対象
毎月勤労統計調査　特別調査

年1回（7月）実施

調査区の指定

調査区内の最新の事業所名簿を作成（事業活動の内容、労働者数などをお尋ねします）。

事業所名簿の中から無作為に選んだ常用労働者5～29人の事業所に調査をお願いします。

男女別及び常用労働者・パートタイム労働者別の労働者数、労働日数・時間、現金給与額につ
いて毎月、調査いたします。

事業主の皆さまへ

全国に関する統計作成
厚生労働省

都道府県に関する統計作成
都道府県

定年引上げ等奨励金
高年齢者職域拡大等助成金
定年引上げ等奨励金
高年齢者職域拡大等助成金

●
高
年
齢
者
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
企
業

職
域
の
拡
大
等
に
関
す
る
計
画
の
策
定

計画の実施期間（2年以内）
定年の引上げ等の措置
計画の実施期間内に次のいずれかを実施。
①新たに希望者全員が65歳まで働ける制度（65歳以上
の定年、定年の定めの廃止又は希望者全員を対象と
する65歳以上までの継続雇用制度）を導入すること。
②新たに70歳まで働ける制度（70歳以上の定年、定年
の定めの廃止又は希望者全員若しくは労使協定に基
づく基準該当者を対象とする70歳以上までの継続雇
用制度）を導入すること。

職域の拡大等の措置
計画期間中に定年の引上げ等に伴い必要となる次の措
置を実施。

①高年齢者の職域の拡大
　高年齢者が働きやすい事業分野への進出、既存の職
務内容のうち高年齢者の就労に向く作業の切り出し、
高年齢者が就労可能となるような作業設備・作業環
境・作業方法の改善等

②高年齢者の雇用管理制度の構築
　高年齢者に係る賃金制度・能力評価制度等の構築、短
時間勤務制度・在宅勤務制度の導入、専門職制度の導
入、研修等能力開発プログラムの開発等

③その他
　高年齢従業員の健康維持に係る取組等①、②に準じ
る取組

認
定

提
出

高齢・障害者雇用支援機構

高
年
齢
者
が
意
欲
を
持
っ
て
い
き
い
き
と
働
け
る
職
場
の
拡
大

支給額

職域の拡大等の措置に
要した費用の3分の1
［ただし、当該事業主に
1年以上雇用される55
歳以上の雇用保険被保
険者1名につき10万円
（定年の引上げ等の措置
が①及び②のいずれに
も該当する場合は20万
円）、合計で500万円を
上限とする。］

※職域拡大等の措置の
うち①の措置に必要
な経費に対する助成
額については、当該職
域又は職場で新たに
就業する高年齢者の
数に応じて別途上限
額を設ける。

※職域拡大等の措置の
うち②及び③の措置
に必要な経費に対す
る助成額については、
当該雇用管理制度等
の対象となる高年齢
者の数等に応じて別
途上限額を設ける。
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※審査結果によっては、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめ御了承ください。

編集後記
　鮮やかな紅葉の季節となりました。山梨県内で
も、JR甲府駅から車で20分足らずでたどり着く
昇仙峡は、国の特別名勝にも指定されている景
観を誇っています。約4㎞にわたって続く渓谷に
は、主峰の覚円峰を筆頭に、珍しい岩や数々の美
しい滝が点在しています。標高差があるため1ヶ
月以上にわたってモミジやサクラ、ナナカマドな
どの紅葉が楽しめます。今後、寒さに向かう季節
となりますが、風邪などご健康にはくれぐれもお
気をつけください。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

　TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216
　E-mail 
　webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

　9月から10月に入って、物産や観光など地域資源にちなんだ各種イベントが県内外
各地で開催された。当会「特産品市場開発チーム」も、県産品の利用を来場者にアピール
するため、ほぼ毎週各地のイベントに参加した。
　県内の地場産業製品（和洋菓子類、麺類、漬物など）を中心に地域特産品（主に農林産
物の加工品：桃のシロップ漬、ジャム、ウコン茶、味噌、乾しいたけ、竹炭製品、鳥もつ煮
など）や一次産品である果物や野菜類などの食品類を出展し、来場者にその良さをアピ
ールし販売につとめた。
　いずれのイベントも心配した震災等の影響もなく、例年並みの来場者を集め会場はに
ぎわった。当会からの出展企業も、熱心な販売姿勢により予想を超える売り上げを記録
し、おおむね順調であった。
　販売商品別にみると、屋外イベント会場では、加熱するなど調理加工したメニューが
高い売り上げを示した。「ソーセージ焼き」や「吉田のうどん」、「鳥もつ煮」には長い行列
ができた。消費者の地産地消の意識も高くなっており、これを反映して、生産者が直接
販売した農林産物加工品も安定した売上を示した。
　一方、大型店における販売は、大型店同士の競争激化や消費者の商品選別の厳しさか

ら、容易に売上を伸ばすこと
は難しかったが、知名度の高
い商品（信玄餅、黒玉、清泉寮
乳製品）や手造り商品（いも
羊羹、チーズケーキ）は健闘
した。
　昨年度、一昨年度は、中央
会スタッフが商品販売に関
する知識を身に付けるため、
商品を直接仕入れ、売場に立
ち、対面販売を行った。本年
度は、企業出展を主体とし、
スタッフは身に付けた販売
知識を基に商品の搬入・搬
出、展示、販売のサポートな
どを行った。生産者である企
業の社員が直接販売するこ
とにより、自社商品に対する
消費者の意見を収集するこ
とにより、意匠の向上や品質
の改善などに役立つ機会と
なっているものと期待してい
る。
　なお、11月以降も「日比谷
ヌーボーまつり」「県民の日
記念行事」「Ｂ級ご当地グル
メよっちゃばれ市」など各種
イベントへの参加を予定し
ている。
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さいたま市大宮で開催した「山梨フェア―」  （9/17～19）

「勝沼ぶどうまつり」で賑わいを見せたパンコーナー（10/1）

中央市スーパーでの「県産品販売キャンペーン」（9/17～19）


